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§7.  環境影響評価手続の経過  

環境影響評価手続の経過は、表 7.1 に示すとおりである。 

 

表  7.1 環境影響評価手続の経過 

手続の経過 提出時期 備考 

環境影響評価調査計画書 平成 16年２月９日  

変更届 平成 18年７月 18日 終点町丁名の変更注１ 

道路構造形式の変更注２ 

環境影響評価書案 平成 18年９月 14日  

環境影響評価書案に係る

見解書 

平成 19年１月 19日  

環境影響評価書 平成 19年９月 11日  

変更届 平成 22年７月８日 一部区間の道路構造の変更注３ 

工事期間の変更注４ 

事後調査計画書 平成 22年９月６日  

着工届 平成 22年９月６日  

事後調査報告書 

（工事の施行中 その１）

平成 24年 12 月 26 日 調査項目は以下の８項目 

（大気汚染、騒音・振動、水質汚

濁、地盤、生物・生態系、景観、

史跡・文化財、廃棄物） 

事後調査報告書 

（工事の施行中 その２）

平成 27年３月 20日 調査項目は以下の８項目 

（大気汚染、騒音・振動、水質汚

濁、地盤、生物・生態系、景観、

史跡・文化財、廃棄物） 

変更届 平成 28年２月 26日 工事期間の変更注５ 

事後調査報告書 

（工事の施行中 その３）

平成 29年４月 24日 調査項目は以下の６項目 

（大気汚染、騒音・振動、地盤、

景観、史跡・文化財、廃棄物） 

変更届 平成 30年 10 月 16 日 工事期間の延伸注６、地上部道路

の整備 

変更届 平成 31年３月 29日 築地換気所の形状及び配置変更 

事後調査報告書 

（工事の施行中 その４）

平成 31年４月 15日 調査項目は以下の７項目 

（大気汚染、騒音・振動、地盤、

生物・生態系、景観、史跡・文化

財、廃棄物） 

注１）終点町丁名を「東京都中央区築地五丁目」から「東京都中央区銀座八丁目」へ変更 

注２）中央区勝どき５丁目～６丁目（勝どき地区）を「平面部」から「平面及び高架部」へ変更 

注３）中央区晴海４丁目～５丁目（晴海地区）を「平面部」から「高架及び擁壁部」へ変更 

注４）工事期間を「平成 20年度から平成 27年度」から「平成 22年度から平成 27年度」へ変更 

注５）工事期間を「平成 22年度から平成 27年度」から「平成 22年度から平成 32年度」へ変更 

注６）工事期間を「平成 22年度から平成 32年度」から「平成 22年度から平成 34年度」へ変更 
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§8.  事後調査の計画について  

事後調査報告書は、予測した項目ごとに調査が完了した後、速やかにまとめるものとする。 

事後調査報告書の提出時期及びその内容は、表 8.1 に示すとおりである。なお、今回の変更に伴

う主な変更点は、次のとおりである。 

① 工事期間の延伸及び供用開始年次の変更に伴い事後調査スケジュールを変更 
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変更後 

表  8.1(1) 事後調査報告書の提出時期及びその内容 

　　　年度(平成/令和) 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度/1年度 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 16年度 17年度

　　　年度(西暦) 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2034年度 2035年度

種　　別 　　　　四半期 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

行為・要因 道路工事晴海（豊洲・晴海水域～朝潮運河）

朝潮運河橋梁

勝どき（朝潮運河～隅田川）

隅田川橋梁

築地（隅田川～放射第18号線）

大気汚染 大気質、気象 △ △ △ △ □ □ □ □ □ □ □ □

交通量、平均走行速度 △ △ △ △ □ □ □ □ □ □ □ □

気象条件、バックグラウンド濃度 △ △ △ △ □ □ □ □ □ □ □ □

環境保全のための措置 △ △
△ △

△ △
△ △

△ △
△ △

△ △
□ □ □ □

騒音・振動 建設作業騒音レベル △ △
△ △

△ △
△ △

△ △
△ △

△ △

建設作業振動レベル △ △
△ △

△ △
△ △

△ △
△ △

△ △

道路交通騒音 △ □ □

道路交通振動、地盤卓越振動数 △ □ □

低周波音 □ □

交通量、平均走行速度 △ □ □

環境保全のための措置 △ △
△ △

△ △
△ △

△ △
△ △

△ △ □ □

水質汚濁 濁り（ＳＳ） △ △
△ △

環境保全のための措置 △ △
△ △

地盤 地盤の変形、地盤への影響の程度 △ △
△ △

△ △
△ △

△ △
△ △

△ △
□ □

地下水の水位 △ △
△ △

△ △
△ △

△ △
△ △

△ △
□ □

環境保全のための措置 △ △
△ △

△ △
△ △

△ △
△ △

△ △

生物・生態系 陸上植物 △ □

陸上動物 △ △
△ △

□ □ □ □

水生生物 △ △
△ △

環境保全のための措置 △ △
△ △

日影 時刻別日影の状況 □

環境保全のための措置 □

電波障害 テレビ電波の受信状況 □ □

環境保全のための措置 □ □

風環境 風向・風速 □ □
□ □

景　　観 地域景観の特性の変化 □ □

代表的な眺望地点からの眺望の変化の程度 □ □

環境保全のための措置 △ △
△ △

△ △
△ △

△ △
△ △

△ △
□ □

史跡・文化財 浜離宮庭園の築地川石積の損傷等の程度 △ △

環境保全のための措置 △ △
△ △

△ △
△ △

△ △
△ △

△ △

廃棄物 廃棄物、建設発生土の排出量 △ △
△ △

△ △
△ △

△ △
△ △

△ △

環境保全のための措置 △ △
△ △

△ △
△ △

△ △
△ △

△ △

事後調査報告書の提出時期

注）1.△：工事の施行中　□：工事の完了後

　　2.　　　　　　：期間中の適切な時期に調査を実施する。
　　  　　　　　　：データの整理、報告書の作成を行う。
　　3．廃棄物、建設発生土の排出量は、工事期間の総量を予測しているため、「工事の施行中その1、その2、その3、その4、その5、その6」は途中経過として報告する。
　　4. 相談窓口において受け付けた苦情等については、項目別に件数、苦情及びその対応内容についてまとめ、事後調査報告書の各提出時期に併せて報告する。

工事の完了後

その2
工事の施行中

その1

工事の施行中

その2

工事の施行中

その6

工事の完了後

その1
工事の施行中

その3

工事の施行中

その4

工事の施行中

その5

工事の施行中

その7

 
 



 

 -14-

 

変更前 

表  8.1(2) 事後調査報告書の提出時期及びその内容  

　　　年度(平成) 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度 44年度 45年度

　　　年度(西暦) 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2032年度 2033年度

種　　別 　　　　四半期 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

行為・要因 道路工事 晴海（豊洲・晴海水域～朝潮運河）

朝潮運河橋梁

勝どき（朝潮運河～隅田川）

隅田川橋梁

築地（隅田川～放射第18号線）

大気汚染 大気質、気象 △ △ △ △ □ □ □ □ □ □ □ □

交通量、平均走行速度 △ △ △ △ □ □ □ □ □ □ □ □

気象条件、バックグラウンド濃度 △ △ △ △ □ □ □ □ □ □ □ □

環境保全のための措置 △ △
△ △

△ △
△ △

△ △
△ △

□ □
□ □

騒音・振動 建設作業騒音レベル △ △
△ △

△ △
△ △

△ △
△ △

建設作業振動レベル △ △
△ △

△ △
△ △

△ △
△ △

道路交通騒音 △ □ □

道路交通振動、地盤卓越振動数 △ □ □

低周波音 □ □

交通量、平均走行速度 △ □ □

環境保全のための措置 △ △
△ △

△ △
△ △

△ △
△ △ □ □

水質汚濁 濁り（ＳＳ） △ △
△ △

環境保全のための措置 △ △
△ △

地盤 地盤の変形、地盤への影響の程度 △ △
△ △

△ △
△ △

△ △
△ △

□ □

地下水の水位 △ △
△ △

△ △
△ △

△ △
△ △

□ □

環境保全のための措置 △ △
△ △

△ △
△ △

△ △
△ △

生物・生態系 陸上植物 △ □

陸上動物 △ △
△ △

□ □ □ □

水生生物 △ △
△ △

環境保全のための措置 △ △
△ △

日影 時刻別日影の状況 □

環境保全のための措置 □

電波障害 テレビ電波の受信状況 □ □

環境保全のための措置 □ □

風環境 風向・風速 □ □ □ □

景　　観 地域景観の特性の変化 □ □

代表的な眺望地点からの眺望の変化の程度 □ □

環境保全のための措置 △ △
△ △

△ △
△ △

△ △
△ △

□ □

史跡・文化財 浜離宮庭園の築地川石積の損傷等の程度 △ △

環境保全のための措置 △ △
△ △

△ △
△ △

△ △
△ △

廃棄物 廃棄物、建設発生土の排出量 △ △
△ △

△ △
△ △

△ △
△ △

環境保全のための措置 △ △
△ △

△ △
△ △

△ △
△ △

事後調査報告書の提出時期

注）1.△：工事の施行中　□：工事の完了後

　　2.　　　　　　：期間中の適切な時期に調査を実施する。
　　  　　　　　　：データの整理、報告書の作成を行う。
　　3．廃棄物、建設発生土の排出量は、工事期間の総量を予測しているため、「工事の施行中その1、その2、その3、その4、その5」は途中経過として報告する。
　　4. 相談窓口において受け付けた苦情等については、項目別に件数、苦情及びその対応内容についてまとめ、事後調査報告書の各提出時期に併せて報告する。

工事の完了後

その2
工事の施行中

その1

工事の施行中

その2

工事の施行中

その6

工事の完了後

その1

工事の施行中

その3

工事の施行中

その4

工事の施行中

その5

 
 


